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令和５年度 若あゆ食農体験デー（１０月） 

＜農業体験＞ 
サツマイモ掘りと稲刈りを行ないました。サツマイモ掘りでは、一生懸命に土を掘

り、思っていたよりも大きなサツマイモが出てきて驚いている様子がうかがえまし
た。また、稲刈りでは、鎌で稲を刈り、麻ひもを使って束ねたりするなど、昔ながら
の方法で収穫しました。6 月に参加した人も多くいて、収穫する喜びを感じる体験と
なりました。はじめは鎌の扱いに慣れていなかった子どもたちも、稲刈り後半にはス
パッと刈ることができるようになりました。 

＜野外炊事＞ 
『若あゆ産のお米とささげ』を使って、せいろで赤飯を蒸し、『若あゆの畑で収穫し

た野菜』を使って大鍋で味噌汁を作り、『若あゆ産の大麦』をフライパンで炒って、手
作りの麦茶を作りました。 

赤飯のもちもち感、野菜の甘み、炒った大麦の香ばしい香りを班のみんなで共有しな
がら、美味しく楽しくいただきました。 

・ 芋が根とつるがたくさんつながっていることに驚きました。つながったつるをみんなで運ぶのが楽
しかったです。 

・ ５年生の時に雨で稲刈りができなかったので、今回体験ができて良かった。鎌で稲を刈るのは大変だ
ったが、説明がわかりやすく、安心してできた。 

・ 芋掘りは宝探しみたいでとても楽しかったです。大きいものを見つけた時はびっくりしました。 
・ さつまいもが自分の顔程の大きさだったのでびっくりした。 
 芋掘りや稲刈りは初めての体験だったけれど、驚きやはじめて知ったことなどたくさんあって楽し

かった。

・ 日常で食べているお米を育てる一連の流れを経験することができてとても良かった。 
・ 麦茶づくりを初めてやり、この地で収穫した大麦を丁寧に煎るとあんなにも香ばしく甘い麦茶にな

るのだと驚きました。 
・ 子どもが目をキラキラと輝かせて「楽しかった！」と体験していました。自然のものに触れることや

体験することはなかなかできない事なのでとても良い体験となりました。 
・ 稲の収穫やさつまいもの収穫ができ、普段食べない野菜も子どもが食べていたので良かった。


